
九州圏広域地方計画と九州ブロックの社会資本の重点整備方針等の関係について
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『広域地方計画』と『地方ブロックの社会資本の重点整備方針』の関係

広域地方計画の８ブロックに北海道と沖縄を加えた全国10
ブロック

全国８ブロック対象地域

H20～24年度の５年間21世紀前半期を展望しつつ、今後概ね10年間計画期間

社会資本整備重点計画（閣議決定）国土形成計画法根拠法

各地方の特性に応じて社会資本を重点的、効率的かつ効
果的に整備し、適切に維持管理・更新していくため、広域地
方計画に示す地方ブロックの方向性や地域戦略の実現に
向け、地方ブロックの社会資本整備の具体的な方針を示す
もの。

新たな国土形成計画が目指す「多様な広域ブロック
が自立的に発展する国土の構築」の具体化を図るた
め、広域ブロックにおける国土の利用、整備及び保
全を推進するための総合的かつ基本的な計画として
定めるもの。

目的

○現状と課題

○目指すべき将来の姿

○社会資本の重点事項

◇地方重点目標

◇（重点目標の達成度を評価し、わかりやすく示すための）指標

◇（目標達成のための具体的な取組として地方を代表又は地域を
支える）主要事業・施策

○国土の形成に関する方針

○国土の形成に関する目標

○広域の見地から必要と認められる主要な施策

◇方針・目標の実現に必要なプロジェクト

計画に

盛込む

内容

（案）

道路、空港、港湾、下水道、河川等の社会資本整備事業国土の利用、整備及び保全に関する府省にまたがる
施策全般

計画の

対 象

地方ブロックの社会資本の重点整備方針（地方重点方針）

～地方ブロックの社会資本整備の具体的方針～

広域地方計画

～ブロックの国土形成に係る総合的・基本的計画～

○『『広域地方計画広域地方計画』』は広域ブロックの将来像や地域戦略は広域ブロックの将来像や地域戦略等を、 『『地方ブロックの社会資本の重点整備方針地方ブロックの社会資本の重点整備方針』』はは

この実現に向けた社会資本整備の具体的な方針この実現に向けた社会資本整備の具体的な方針を定めるもの。

○『『広域地方計画広域地方計画』』と『『地方重点方針地方重点方針』』は、まさに「車の両輪」となって機能するもの。

【指標の例】
・汚水処理人口普及率

○○％（H19）→○○％（H24）
・床上浸水の恐れがある戸数

○万戸（H19）→○万戸(H24）
・特定道路のバリアフリー化率

○○％（H19）→○○％（H24）

※「産業の国際競争力強化プロジェクト」、「中山間地域等の活

性化プロジェクト」など、地域の実情に即した政策課題につい

てのソフト・ハード一体となった施策パッケージ１



第６節 離島・半島、中山間地域等の地理的制約を克服する豊かな定住環境の形成

第４節 拠点都市圏と多自然居住地域の交流による都市自然交流圏の形成

九州圏広域地方計画と九州ブロックの社会資本の重点整備方針との対応関係図

重点戦略・重点目標
両計画の対応関係

九州ブロックの社会資本の重点整備方針九州圏広域地方計画
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戦略目標に沿った広域連携プロジェクト

①東アジア１日交流圏の形成と貨物の準国内物流化
（空港機能強化、中枢・中核国際港湾等整備、アクセス道路等整備、効率的な物流体系の構築）

②産業から学術・観光分野の国際競争力の向上
（空港・港湾等の交通拠点整備、連続立体交差事業、街路事業、新幹線駅周辺の市街地形成・土地区画整理事業、学術・
研究開発拠点の形成、機能強化）

③産業経済・地域を支える循環型高速交通体系の構築等による広域交流ネットワークの形成
（交通ネットワークの整備、高規格幹線道路、新幹線着工区間の着実な整備）

重点戦略 １．東アジアの中で自立的に発展する国際・広域交流基盤づくり

①災害の未然防止や被害の最小化による災害リスクの克服
（河川改修や洪水調節施設等の整備、高潮堤防等の整備、土砂流出防止対策、道路・河川・港湾・空港・官庁施設等の
公共施設の耐震性能の確保、災害のおそれのある区間を回避する道路の整備）

②防災・危機管理体制や水資源の確保等における広域的な連携による安全な暮らしの実現
（ハザードマップの整備・普及、防災・危機管理体制の強化、新規ダム建設、既設ダムの有効利用）

③道路交通環境の改善による、安全・安心な生活環境の形成
（道路改良・歩道整備、交通安全対策）

重点戦略 ２．災害対策等の総合力発揮による安全で安心な暮らしの実現

①九州の美しい自然環境や景観等に配慮した自然環境の保全・再生
（河川環境整備、生態系に配慮した道路構造の採用、海域環境の保全・創出、水辺拠点の整備、活力ある地域づくり、
道路景観の形成）

②地球温暖化の防止や環境負荷の少ない循環型社会の構築
（バイパス整備、交差点改良、沿道環境の保全、下水等の汚泥の再利用、省エネルギー）

重点戦略 ３．美しい環境先進圏の形成に向けた社会基盤づくり

①賑わいあふれる集約型都市構造への転換と、都市機能の充実・強化
（土地区画整理事業、賑わいのある都市空間の整備、環状道路やバイパス整備、鉄道の立体交差化、下水道の整備、
密集市街地の改善）

②拠点都市圏と多自然居住地域を結ぶ環境形成の促進
（景観・自然との調査に配慮したまちづくり、港湾緑地の整備、都市圏と多自然居住地域を結ぶ道路整備）

重点戦略 ４．基幹、拠点都市圏の広域的な機能高度化

①多様な活動主体の参加・参画による創造性豊かな地域づくり
（多様な活動主体の参加・参画、街並みの保全・再生）

②社会資本ストックの維持管理・更新の適正化及び効率的活用
（地域と一体となった河川の水質浄化対策・道路の維持管理の活動、施設の長寿命化）

重点戦略 ６．多様な活動主体を基軸とした良好な社会資本の形成

①誰もがゆとりを実感できる生活基盤の確保
（バリアフリー化、公共下水道・汚水処理施設の整備）

②離島・半島、中山間地域等における基礎生活圏との交通アクセスの確保
（幹線道路の整備、輸送の安定性・効率性の確保）

重点戦略 ５．多自然居住地域のゆとりある生活基盤づくり

①恵まれた地域資源を活用した先導的で創造性あふれる地域づくり
（世界遺産・世界ジオパークへの登録活動、歴史的建造物等を保存・活用、地域の個性ある景観形成による地域づくり）

②多様な活動主体を基軸とした地域づくりと地域の担い手育成
（新たな公による先導的な取組、多様な主体の参加・参画、活動環境の形成、資金の小さな循環）

第１節 東アジアへのフロントランナーとして発展する九州圏の形成

第７節 九州圏の各地域の個性を活かした先導的な地域づくり

①広域的な都市的利便性を実現する拠点都市圏の形成と集約型都市構造への転換
（市街地形成・都市環境の確保、都市防災・防犯機能の強化、都市景観の形成、集約型都市構造への転換）

②水・緑・食・安全等の互恵関係を実現する都市自然交流軸の形成
（都市と農山漁村の交流、二地域居住・定住環境の形成、拠点都市圏と多自然居住地域を結ぶ交通基盤の整備）

第５節 生活中心都市を核とした安心でゆとりある基礎生活圏の形成

①生活支援機能の維持・向上等を実現する基礎生活圏と生活文化交流軸の形成
（市街地の形成（生活支援機能の充実強化）、生活中心都市におけるにぎわい再生、快適居住環境、農村生活環境整備）

②誰もが安心とゆとりを実感できる子育て・生活環境の形成
（子育て支援体制、食育普及・啓発、医療・福祉の充実、ユニバーサルデザインに配慮した生活環境の形成、就業機会確保）

③生活活動に密着した地域産業の新たな展開
（地域企業の競争力強化・技術力向上、伝統産業振興、農業・林業･水産業の新たな展開、観光産業の振興）

①地理的制約を克服する生活イノベーションの展開
（都市部へのアクセス条件の改善、情報通信技術の利活用環境形成、中山間地域等における定住基盤整備、中山間地域等
における交流人口の拡大、基幹産業の振興、集落存続に向けた対策推進）

②離島地域における海洋性気候等に恵まれた豊かな定住環境の形成
（定期的な交通アクセス確保、情報通信技術の利活用環境の形成、島内循環の活発化）

①東アジアと我が国との関係をリードする魅力ある国際交流フロンティアの形成
（国際的交流拠点の形成、人材育成機能の充実、産業・経済交流の推進、技術研修拠点の形成、海外企業の誘致）

②九州圏の持続的な成長を実現する成長型・牽引型産業群の形成
（自動車関連産業の基盤整備、産業基盤整備（空港、港湾、道路等）、次世代に向けた成長期待産業の育成）

③東アジアへの近接性等を活用したフード・観光アイランドの形成
（食糧生産地の形成、海外市場開拓、国際的な観光圏の形成、新たな観光資源の創造、観光地への交通基盤整備）

④新たな発展を実現する東アジア、広域ブロックとの交流・連携の推進
（国際的なネットワークの形成、空港機能強化、港湾機能強化、空港・港湾アクセス機能強化、効率的な物流体系の構築）

⑤東アジア、近畿圏以西と直結する九州新幹線の整備インパクトの最大化
（九州新幹線関連の基盤整備、商圏・通勤圏等の拡大、周辺地域への利便性の向上、観光・周遊ルートの形成）

①多極型圏土構造の極となる個性的で魅力ある基幹都市圏の形成
（高次都市機能の充実強化に向けた市街地の形成、都市内交通の円滑化、都市空間の形成、居住空間の形成）

②文化・知識集約化による創造的都市の形成と多彩な人材の育成
（文化芸術活動、大学・研究開発機関等の高度な集積環境の形成、技術シーズの産業化、専門的・技術的分野の人材育成）

③九州圏の一体的な発展を実現する基幹都市連携軸の形成
（魅力ある産業・文化軸の形成、高速交通基盤の整備、高速基幹交通の形成、情報通信技術の利活用）

第２節 基幹都市圏を核とした多極型圏土構造と九州圏の一体的な発展

第３節 災害・環境ハザード最前線における安全・安心で美しい九州圏の形成

①減災の視点も重視した災害に強い地域づくり
（治水対策、土砂災害防止対策、海岸保全対策、避難路確保・耐震化、長寿命化、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの整備普及、発災後対策）

②安全で安心な暮らしを支える広域セーフティネットワークの形成
（防災・危機管理体制、救急医療体制、水資源の確保）

③美しく自然豊かな環境・景観に親しみ継承していく地域づくり
（自然環境の保全、エコロジカル・ネットワークの形成、生態系・生物多様性の保全、自然とのふれあい・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの場の創
出、国土管理・環境保全に資する事業展開）

④我が国を先導する環境負荷の少ない環境先進圏の形成
（循環型社会の構築、３R、廃棄物の適正処理、閉鎖性海域の水質保全、下水の有効利用、森林・農用地の適正管理）

⑤地球環境に優しく持続可能な低炭素社会・エネルギー先進圏の形成
（温室効果ガスの吸収、水素エネルギー、低炭素型都市構造、省エネルギー、エネルギーの燃料転換、地球温暖化対策）

２



『『九州圏九州圏広域地方計画広域地方計画』』、、『『九州九州ブロックの社会資本の重点整備方針ブロックの社会資本の重点整備方針』』の策定スケジュール（の策定スケジュール（予定予定））

九州ブロックの社会資本の重点整備方針

～九州ブロックの社会資本整備の具体的方針～

九州圏広域地方計画

～九州ブロックの国土形成に係る

総合的・基本的計画～

平成21年3月末 九州圏広域地方計画協議会幹事会 九州ブロック国土交通懇談会幹事会

市町村提案募集
（4週間）

4月 1日
～

4月28日

パブリックコメント
（30日間）

九州圏広域地方計画協議会 九州ブロック国土交通懇談会等（予定）

大 臣 決 定

市町村提案募集
（4週間）

パブリックコメント
（30日間）

6月中旬～

第2回九州圏広域地方計画協議会
※第1回は平成20年10月開催

九州ブロック国土交通懇談会

○車の両輪である『九州圏広域地方計画』と『九州ブロックの社会資本の重点整備方針（地方重点方針）』に

ついては、平成21年夏頃の計画決定に向け、双方の手続きの連携・一体化を十分にはかりつつ実施。

夏頃 地方重点方針の策定

手
続
き
の
連
携
・一
体
化

6月9日

5月28日 第3回九州圏広域地方計画協議会幹事会 九州ブロック国土交通省懇談会幹事会

３


